
市長と語る タウンミーティング 

 テーマ「災害に強いまちづくり」 

 

日  時 平成２４年３月２１日 午後７時～ 

会  場 苗間分館（苗間東町会） 

 

参加者 １８人 

 

主な意見等（◆・・・参加者   ☆・・・市長） 

◆となりに富士見市のふじみ野小学校があるが、東原小がこの地域の避難場所に

なっている。また、一度に避難できないと思う。一時的な集合場所も決まって

いない。 

☆集合して避難するのか、もしかしたらその集まった場所が避難場所となること

も考えられる。相互協定は結んでいるが、避難場所については、形式的な避難

場所ではなく現実的な場所となるように地域防災計画の見直しの中で検討して

いきます。 

 

◆市民が町会に加入するような条例は考えられないか。北本市では転入時に自治

会加入申込書を配布している。 

☆条例までは難しいが、加入を促すような方策を今考えています。 

 

◆震災時には、道路の渋滞がひどかった。停電で信号機も止まり、電車が止まっ

たため、国道は帰宅者がいっぱいで危険であった。緊急時のためにも歩道整備

が必要である。被災時の避難活動などのためにも、地域の情報提供が大切と思

う。 

☆大きな震災時でも、全員が避難する必要はない。家屋が大丈夫なら無理に避難

しなくてもよいが、火災延焼のおそれがあれば、避難する必要がある。帰宅困

難者の対応も地域防災計画の見直しでやっていく。 

 

◆食料は何日分の備蓄があるのか。 

☆地域防災計画では、県で一日、市で一日、各家庭で一日、その三日間の間に援

助物資が入るという考え方になってます。 

 

◆災害用トイレはどのくらいあるのか。 

☆各学校に５人に一台の計算で防災倉庫にある。 

 

◆この敷地にも防災無線があるが、停電時は大丈夫か。 

☆バッテリーが付いています。 



 

◆帰宅難民も相当数になると思うが。 

☆帰宅困難者の問題は一つ一つ考えると非常に難しい問題だが、計画見直しの中

で、検討していかなければならない。 

 

◆燃料とかは市で確保しているのか。災害復旧には公用車に必要。 

☆今進めている新しい消防施設では地下に貯蔵タンクをつくる。市では災害時に

優先的に供給してもらうため、燃料の組合と協定を結べるように交渉している。 

 

◆昨年の震災時、一晩子どもを預かってもらって助かった。今度、小学校に上が

るが、学校では保護者同士の繋がりで、預かってもらうなど対応している。し

かし、最後の砦がそれではこわい部分もある。何か示してくれれば、親も職場

から、リスクを冒してまで帰らなくてもよいかもしれない。 

☆お預かりしているお子さんは、命がけで守る。安否確認の方法を考えていく必

要がある。学校も基本的には、保護者へ引き渡すという考え方です。 

 

◆親子間でも連絡の方法は考えておく必要がある。 

 

◆震災時の火災で、延焼を防ぐため大きな道路沿いの建物を不燃にし、延焼をブ

ロックするなどが必要になってくると思う。 

☆そのようにハード的に守っていくとなると財政的には厳しい部分もある。 

 

◆倒壊建物等のデータなどはあるのか。 

☆震度６弱での想定はあるが、今地震の想定規模が見直されている中、震度７と

なるとかなり変わると思う。 

 

◆想定の見直しも進めてほしい。 

 

◆避難所が、避難所として機能しなくなる所もあると思う。場所によっては、液

状化なども考えられる。 

☆平成２２年の地震ハザードマップにもあるが、県のボーリング調査などから一

部液状化の可能性もあるが、今の避難場所からは、はずれている。 

 

◆この辺は生産緑地もある。災害時は一時避難場所として使える。そのためには、

地主との協定を結んでおくことが必要。 

☆いざという時は、まず空き地などに逃げて身を守ることが必要。そのような民

有地のことも検討する必要があると思います。 

 



◆消防本部の跡地はどうなるのか。訓練場の関係で、換地したので行政として関

与できないか。 

☆議会でもその件については、質問があった。現時点では計画はないが、区画整

理時の考え方、土地利用構想もあるので、市としてはそのような事を消防組合

の構成市として議論していきたい。 

 

◆アウトレットモールは核として誘致したが、長いことさびれていて、ここでま

た動きがあるが、市として関与したのか。 

☆私が就任して管理会社に一度アプローチしたが、外資系ということで難しい部

分があった。 

 

◆循環バスは続けるのか。今のままでは、もったいない。 

☆路線見直しを行い、駅へも乗り入れるようになり、利用者は増えたが費用面で

は厳しい。廃止は交通弱者対策と併せて考えなければならない。一般路線バス

も、一部の区間において廃止の申し入れがあるが、市としては継続をお願いし

ている。 

 

◆消防団・・・減らす事ありきではないが、旧大井、旧上福岡ではなく再編も必

要かと思う。 

☆定員割れしている所もあるので、そのような事も必要かもしれないと思う。 

 

◆１２月の市内全域の訓練は、どのようなことを行うのか。 

☆セレモニー的ではない訓練を行う。各町会ごとに避難所に避難してもらい、静

岡などでも行った避難所運営ゲームなどを行い、実際にそうなった時の事を考

えてもらいたい。 


